








要約 

155 件の単胎の周産期死亡群および 23件の後期新生児死亡群と,11498 件の単胎・生産・正

常児の対照群との間で,種々の risk factor について比較検討し,更に,その中で relative 

risk の高値のものを製表検討した。来年度は,これら有意の factor の相互関係や,死亡に

対する寄与の程度を調べ,妊娠初期から新生児期までのいくつかの時点に於ける,周産期死

亡に対する判別式作製の可能性について検討してみるつもりである。 


